
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

人事評価もＲＰＡにお任せ

・ＲＰＡは様々な評価項目をひとつのグラフに分かりやすくまとめてくれることから、評価者はそのグラフを見るだけで、従業
員の評価が行えるようになった。
その結果、評価者（管理監督者ではない）の労働時間が削減されたことにより、36協定の上限を引き下げた※。

・ＲＰＡで作成したグラフは機械的に抽出されたものであることから、基準が明確になり、適正な評価につながった。

従業員の評価を行う際、その従業員の勤怠状況・売上・職務評価及び貢献度など様々な評価項目があり、また、それぞ
れが別の記録や帳簿で管理されていた。評価者はそれぞれの記録を突き合わせて各人の評価を行う必要があり、評価者
の業務負担となっていた。

全業種向け

業種：製造業 従業員数：80名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！
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～時短・生産性を向上させる工夫～

＜ＲＰＡを活用した人事評価システムの導入※＞

人を評価すること
は非常に難しいで
すよね。

ＡＩを活用し、業務を効率化・自動化するＲＰＡ◇をご存知で
すか。ＲＰＡを活用することで、勤怠や売上などの様々なデー
タをあっという間に一つにまとめることが可能となります。
評価者は一つのグラフを見るだけで最終的な評価が行えるよう
になるので、評価者の負担が減るのではないでしょうか。

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」
「 36協定上限引下げ★＋設備投資★★＝★★★」に該当

ＲＰＡを導入したところ、ＲＰＡは様々な評価項目
をそれぞれのシステムから抽出し、見やすいグラフ
にまとめることまで自動でやってくれることから、
適切に、そしてスムーズに部下の人事評価を行える
ようになりました。

◇：「Robotic Process Automation」の略。設定した処理内容（シナリオ）に従って定型業務を自動処理し、業務生産性を高める仕組みのこと。
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半期に１回、部下の人事評価を行ってい
るのですが、考えなきゃいけないことが
想像以上に多くて、全く進んでいないん
です。

そうなんですよ。
評価項目は各人の売上はもちろんですが、
勤怠、貢献度など多岐に渡っているんです。
それらをひとつひとつ、突き合わせてラン
ク付けを行うのですが、悩ましい。
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【人事評価システム導入費用を助成】
○時間外労働等改善助成金
（時間外労働上限設定コース）
助成率上限 80％
助成額上限 200万円

◆助成金等には成果目標の達成状況等、
一定の要件があります。

グラフを見るだけ
で簡単に評価する
ことが可能に！

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！
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